
■
令
和
五
年
度 

総
会 

開
催 

令
和
５
年
６
月
11
日
（
日
）
に
千
代
川
町 

嶺
松
寺
を

会
場
に
本
年
度
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
書
面
開
催
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
第
五
類
へ
の
移
行
を
受
け
、
４
年
ぶ
り

の
通
常
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
総
会
に
先
立
ち
、
組
長
会

を
開
催
。
議
案
等
を
審
議
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
開
か
れ

た
総
会
で
は
、
す
べ
て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

本
年
度
は
役
員
改
選
の
年
に
あ
た
り
、
新
た
に  

曹
洞

宗 

真
福
寺 

満
林
晃
典 

師
が
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
新
役
員
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
令
和
３
年
よ
り
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
伊
藤

和
光 

前
会
長
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
大
変
厳
し
い
状
況
下
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
諸
事
万
端
に
お
勤
め
い
た
だ
き
、
当

会
を
牽
引
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後
の
移
動
仏
教
講
座
で

は
、
会
員
の
他
、
檀
信
徒
を
含
め
多
く
の
参
加
が
あ
り
、

盛
会
裡
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
長
を
は
じ
め
役
員
、
理
事
、

組
長
各
位
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

     

                        

亀
岡
市
佛
教
会 

新
役
員 

（
任
期
二
年 

令
和
五
～
六
年
） 

会 

長 

真
福
寺 

満
林
晃
典
（
曹
洞
宗
） 

副
会
長 

東
光
寺 

寳
積
玄
洋
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
） 

同 
 

西
岸
寺 

漆
葉
龍
信
（
浄
土
宗
） 

同 
 

昌
寿
院 

大
井
龍
樹
（
曹
洞
宗
） 

会 

計 

神
蔵
寺 

松
本
義
弘
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
） 

庶 

務 

苗
秀
寺 

大
谷
教
学
（
曹
洞
宗
） 

庶
務
補 

光
忠
寺 

齋
藤
明
秀
（
浄
土
宗
） 

 

理 

事  

極
樂
寺 

平
田
秀
範
（
浄
土
宗
） 

同 
 

延
福
寺 

松
下
暢
樹
（
真
宗
大
谷
派
） 

同 
 

金
輪
寺 

尾
澤
淳
成
（
真
言
宗
智
山
派
） 

同 
 

東
光
寺 

松
岡
宗
春
（
臨
済
宗
興
聖
寺
派
） 

 監 

事 

嶺
松
寺 

伊
藤
和
光
（
浄
土
宗
） 

同 
 

無
量
寺 

平
田
慶
修
（
浄
土
宗
） 

 組 

長 

・
稱
名
寺 

和
田
真
宜 

・
本
門
寺 

豊
島
正
隆 

・
宝
泉
寺 

吉
野
克
厳 

・
金
輪
寺 

尾
澤
義
成 

・
西
光
寺 

高
野
無
涯 

・
無
量
寺 

平
田
慶
修 

・
積
善
寺 

大
野
俊
雄 

・
光
福
寺 

田
中
浄
男 

・
耕
雲
寺 

鷲
坂
示
寛 

・
清
現
寺 

羽
根
田
孝
典 

・
長
林
寺 

中
野
弘
基 

・
極
楽
寺 

大
谷
真
仁 

・
金
輪
寺 

加
来
廣
久 

 

（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

亀
岡
市
佛
教
会 

会
報 
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令和５年 
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第 36号 

久しぶりの通常開催となりました 梅雨の晴れ間、暑さの厳しい日でした 



■
令
和
五
年
度 

主
な
事
業
計
画 

 
【前
年
度
の
継
続
事
業
】 

① 

三
仏
忌
の
厳
修 

② 

会
報
発
行 

③ 

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
タ
」
で
佛
教
会
ブ
ー
ス
運
営 

④ 

移
動
仏
教
講
座
の
開
催 

⑤ 

追
悼
式
や
慰
霊
祭
へ
の
隋
喜
・参
加 

⑥ 

各
種
協
議
会
・
団
体
へ
の
協
力 

 
 
 

等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

【新
た
な
取
り
組
み
】 

 

① 

災
害
時
に
、
寺
院
や
佛
教
会
が
行
政
や
地
域
と
連
携

を
は
か
る
仕
組
み
づ
く
り
。
災
害
時
に
地
域
の
核
と

し
て
寺
院
に
で
き
る
事
柄
を
模
索
し
検
討
す
る
。 

（
具
体
案
） 

防
災
協
定
や
災
害
協
定
を
締
結 

（
具
体
案
） 

お
寺
を
つ
か
っ
た
防
災
教
育
イ
ベ
ン
ト
の
開
催 

  

② 

令
和
７
年
に
第
二
次
世
界
大
戦
終
戦
80
年
を
迎
え

ま
す
。
平
成
27
年
に
全
日
本
仏
教
会
で
「
非
戦
決
議
」

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
節
目
の
年
に
迎
え
る
に
あ
た
り
、

あ
ら
た
め
て
「非
戦
の
誓
い
」を
確
認
し
ま
す
。 

 

＊
詳
し
く
は
総
会
資
料
を
ご
参
照
く
だ
さ
い 

  

 

■
亀
岡
市
と
防
災
・
災
害
に
関
す
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
協
議 

去
る
６
月
26
日
（
月
）
亀
岡
市
役
所
に
お
い
て
、
桂
川

孝
裕
市
長
と
防
災
・
災
害
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

協
議
を
行
い
ま
し
た
。
担
当
課
の
職
員
の
同
席
の
も
と
、

満
林
会
長
よ
り
取
り
組
み
へ
の
思
い
と
、
そ
の
趣
旨
が
説

明
さ
れ
ま
し
た
。 

近
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
が
多
発
し
、
甚
大
な
被
害
が

出
て
い
ま
す
。
亀
岡
市
佛
教
会
と
し
て
も
、
万
が
一
に
備

え
た
体
制
の
構
築
が
急
務
で
す
。
各
寺
院
、
地
域
に
よ
っ

て
事
情
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
で
き
る
こ
と
も
異
な
り
ま
す
。

そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
佛
教
会
と
し
て
、
で
き

る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。  

 

今
回
の
協
議
で
、
具
体
的
に
は
未
定
で
す
が
、
亀
岡
市

と
災
害
協
定
の
締
結
も
視
野
に
い
れ
て
、
取
り
組
み
を
検

討
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

 

■
文
化
財
補
助
金
等
に
つ
い
て 

今
年
度
総
会
の
際
に
、
亀
岡
市
教
育
委
員
会 

歴
史
文

化
財
課
よ
り
、
文
化
財
補
助
金
に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
亀
岡
市
と
し
て
も
寺
院
を
は
じ
め
、
仏
像
な

ど
貴
重
な
文
化
財
の
保
全
を
重
要
と
考
え
、
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
。
修
理
に
対
す
る
補
助
金
申
請

な
ど
、
何
か
あ
れ
ば
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
災
害
発
生
時
の
被
害
状
況
の
迅
速
な
把
握
の
た

め
に
も
、
佛
教
会
を
窓
口
と
し
た
連
絡
体
制
の
構
築
の
必

要
性
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
防
災
関
連
の
取
り
組
み
と
し

て
こ
ち
ら
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
も
な
く
お
盆
が
や
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
施
餓
鬼
・
墓
経
・
棚
経
・

地
蔵
盆…

お
寺
は
忙
し
く
、
我
々
は
大
変
な
季
節
で
す
が
、
大
切
な

役
目
。
暑
さ
に
負
け
ず
お
勤
め
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。（
龍
） 

桂川市長と意見を交わす 


